
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
と
は

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
し
て
、繁
忙
期
に

一
日
の
勤
務
時
間
を
長
く
し
、そ
の
分
を
閑

散
期
の
夏
休
み
な
ど
に
調
整
す
る
制
度
。

大森　正治  議員

竹口町政 4 年目の行政は
ボトムアップと
　　トップダウン両方で町長

【
大
森
】
昨
年
12
月
、
公

立
学
校
の
教
員
に
「
１
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
」
の
導
入
を
可
能
に
す

る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
逆
に
長
時
間
労

働
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、

導
入
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
長
時
間
労
働

を
し
て
い
る
学
校
に
は
メ

リ
ッ
ト
は
少
な
い
。
現
状

の
長
時
間
勤
務
を
容
認
、

助
長
し
か
ね
な
い
。

　
県
の
条
例
が
作
ら
れ
て

も
、
す
ぐ
に
導
入
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
学
校

で
の
業
務
改
善
の
推
進
が

大
切
で
あ
る
。

【
大
森
】
教
員
の
多
忙
化

解
消
の
た
め
に
ど
ん
な
こ

と
を
具
体
化
し
て
き
た
か
。

教
員
の
多
忙
化
解
消
の

　
　
　
　
　
　
　
具
体
化
を

教育長

人
員
の
拡
充
を
求
め
る

【
大
森
】
２
０
２
０
年
度

は
、
竹
口
町
政
１
期
目
の

ま
と
め
の
年
に
な
る
。

　
子
育
て
支
援
策
な
ど
の

効
果
で
、
２
０
１
８
年
度

の
人
口
動
態
が
転
入
増
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
持
続
性

あ
る
も
の
に
す
る
施
策
は
。

【
町
長
】
人
口
の
社
会
増

に
近
道
や
特
効
薬
は
な
い
。

「
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ

た
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」

を
め
ざ
し
、
長
年
積
み
重

ね
て
き
た
施
策
を
さ
ら
に

積
み
重
ね
て
い
く
。

【
大
森
】
自
ら
手
が
け
た

役
場
の
機
構
改
革
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
１
０
０
点
満
点

と
は
思
わ
な
い
が
一
長
一

短
が
あ
る
。

　
不
都
合
な
点
は
変
更
し

つ
つ
、
機
能
的
な
行
政
に

努
め
る
。

【
大
森
】
職
員
と
の
意
思

疎
通
や
政
策
提
言
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】 「
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
」
を
作
っ
て
、
職
員

か
ら
の
電
話
・
来
訪
を
可

能
と
し
て
い
る
。

　
職
員
提
案
制
度
で
政
策

提
言
や
課
題
の
提
起
を
受

け
付
け
て
お
り
、
政
策
に

結
び
つ
い
た
も
の
も
多
い
。

　
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
、
両
方
合
わ
せ

て
い
く
。

業務に専念する職員

ま
た
、
今
後
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
学
習
支
援
員
、

学
校
主
事
、
図
書
館
司
書

の
配
置
や
部
活
動
に
休
養

日
の
設
定
を
し
た
。

　
今
後
は
、
教
員
業
務
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
拡
充
や
加

配
教
員
を
要
求
し
た
い
。

【
大
森
】
教
員
の
業
務
削

減
が
必
要
だ
。
多
す
ぎ

る
学
力
テ
ス
ト
の
精
選
を

し
な
い
か
。

【
教
育
長
】
学
校
現
場
の

状
況
を
検
証
し
て
、
テ
ス

ト
の
精
選
に
つ
な
げ
た
い
。
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